
（別紙３）

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 16人 （回答者数）
14人

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 4人 （回答者数）
4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

少しの違和感、気づきでもすぐに発信できるような環境を

作っていく。

2

新しいことでも挑戦しできることの幅を広げていけるように

していく。

○事業所名 放課後等デイサービスひまわりくらぶ呉中通

○保護者評価実施期間
2025年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

コミュニケーションが図りやすい雰囲気の為、意見が言いや

すい

日頃から職員間でコミュニケーションを図っており話がしや

すい雰囲気を大事にしている。

気になる点、気づいた点、改善点がある場合は、すぐに職員

間で共有する。

活動プログラムが固定化しないように工夫している。 その時の流行ものや興味を持っていることに対してのレク作

りを心掛けている。1か月の中で同じレクを何度も入れないよ

うに気を付けている。

事業所における自己評価総括表公表



3

段階を踏みながら無理のない範囲、安全な範囲内で挑戦しで

きることが増えていくようにしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

新しい棚を導入したり、収納方法を工夫し分かりやすく片付

けができるようにしていく。

2

入所が決定したときに相談支援の方とお話をし、発達支援や

保育園等と情報共有していく。

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

おもちゃ等の収納スペースがすくない。 棚や収納場所が少ないため児童が収納しにくい。片づける場

所などを分けておく。

事業所、児童発達支援、保育園等との連携、情報共有が少な

い。

学校とは送迎時に情報共有できる機会が増えたが、今まで通

所していた保育園や発達支援の方とはできていない。

食レクや屋上がある為、気分転換ができ活動や興味の幅が広

がる。

おやつ作りや昼食作りを通して生活スキル向上を図り、食へ

の興味を持ってもらえるように工夫している。


